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ていくうえでの、それなりの認識があってのことで
ある。よく、「自分たちだけでなく、他の皆さんも
大変な状況なのだから」といった声が聞かれたこと
に代表されるように、「これが当たり前だから」「無
理は言えない」といったような共通認識が生まれて
いることからの感覚とも思われるが、それらは単純
な諦めの気持ちを意味するものではない。そして、
そのような目に見えないストレスや負担は様々な側
面から聞き取ることができ、家族介護者の健康への
影響、言葉に表れないような喪失感や不安感といっ
た、心理社会的な状態を理解することができる。
　二つ目は、インフォーマルな関係者とのつながり
が、災害直後の支えとして大きな役割を果たしてお
り、そのことは回復、復興過程の中でも大きな力と
なっていることである。これまでにもそのようなイ
ンフォーマルな支援の重要さは様々な観点から指摘
されてきているが、今回のような聞き取り調査に協
力を引き受けていただいた方々だからこそ、イン
フォーマルな支援や関係のつながりがあり、それら
を語ることがあったという見方もできるかもしれな
い。しかし、そのような結びつきや支援が機能して
いることは事実であり、逆にそれらが大きく影響を
受けるほどの生活基盤の変化が、そのようなイン
フォーマルな支えの価値を評価していることも考え
られる。
　三つ目は、具体的な災害時の要介護者支援におい
ては、福祉避難所をはじめ積極的な支援が必要であ
り、介護保険制度による介護サービスを超えた支援
が必要である。介護保険サービスによる支えは重要
な役割を担っていると考えられる一方で、本来の福
祉的な支援が必要であるが、それらを展開する行政
の機能が脆弱化していることが考えられる。このこ
とは福祉サービスが一般化し、福祉行政の公的役割
や責任性が形式化してきていることや、今回のよう
な行政機能の全体が機能不全となるような大規模災
害の中で、それらの課題への対応が届かなかったこ
とも考えられる。震災によって機能しなくなること
と同時に、それまでの形式的なものの実態が浮き彫
りにされたとも考えられる。
　最後に、家族介護者の介護意識についてである。
災害による甚大な生活環境の変化の中で、家族介護
者は様々な苦労や困難を体験しているが、淡々と当
たり前のことを行うという感覚が伝わってきた。こ
の、当たり前を支える感覚は、その人の生きてきた
経験と要介護者との関係性、さらには周辺の人々や
環境との関係の中で組み込まれ、培われたもので、
ある意味、特別な理由はないという、自然な感覚か
とも思われる。しかし、それらが時に、無意識、無
自覚な抑圧として転じることがあり、逆に周りから
家族介護者の困難や苦労に気づかなくなってしまう
ことも考えられる。家族介護者のそのような家庭介
護を巡っての課題は、さらに積極的な理解が必要で
あると考えられる。
　今後の課題は、これまでの全般的な聞き取り内容
の検討から、個別的なエピソードの意味を考察しな
がら、当初の問題仮説である、災害を経験した中で
の家族介護の特殊状況の一般化を目指して研究を進
めていくことにある。
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